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秋の褒章・勲章　受章おめでとうございます

ひまわりフェス　写真コンテスト

環境ミニTOPICS　ほか

 Information

活き活き人　ほか

平成17年度那珂市表彰式典

水戸黄門さま漫遊ウォーク

市政だより（職員給与の公表　ほか）

まちの話題

市中央公民館から図書案内

さわやかさん、表紙の裏側　ほか
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やっぱり自分たちで作ったおもちは最高！（！ 曲がり屋前で）
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��������	　「文化の日」の１１月３日、平成１７年度那珂市表彰式が総合セン
ターらぽーるで行われ、多年にわたり旧那珂町、旧瓜連町及び
新生那珂市の市勢の発展、振興に寄与された３３７人、１８団体の皆
さんが表彰を受けました。
　式典では「多年にわたり、各分野で功績を残された皆様のご
労苦に感謝を申し上げます。今後も優れたご見識と豊富なご経
験を生かし、市政のさらなる発展にお力添えをお願いします。」
と小宅市長からあいさつがあり、受賞者に表彰状と記念品が手
渡されました。また、受賞者を代表し秋山一さんから「本日、 
表彰を賜りましたことは感激の極みです。今後も、新生那珂市
の発展のため微力ながら力を尽くしていきます。」と謝辞が述
べられました。
　受賞者とその主な功績概要は、次のとおりです。　

������������������
��������	
��

小宅市長 福田市議会議長

��������	



広報なか１２月号３

那珂市表彰式典

■
那
珂
市
自
治
功
労
者
優
遇
規
則
に
基
づ
く
表
彰

 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

木
内
良
平（
市
議
会
議
員
）／
秋
山
一（
同
）／
萩
野

谷
敏
一（
同
）／
岩
上
昌
和（
同
）／
寺
門
和
雄（
同
）

／
小
笠
原
純
生（
人
権
擁
護
委
員
）／
石
川
茂（
市

消
防
団
第
６
分
団
分
団
長
）／
宮
内
信
一（
市
消
防

団
第
６
分
団
第
２
部
団
員
）／
中
村
浩（
市
消
防
団

第
８
分
団
第
３
部
団
員
）／
宮
本
一（
同
）／
渡
�

千
秋（
同
）／
木
内
正
勝（
市
消
防
団
第
９
分
団
第

２
部
団
員
）

■
那
珂
市
表
彰
規
則
に
基
づ
く
表
彰

 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

内
山
さ
き
子（
市
議
会
議
員
）／
須
藤
博（
同
）／
森

井
一
雄（
民
生
委
員
児
童
委
員
）／
寺
門
正
壽（
市

医
）／
寺
門
武
文（
同
）／
諸
岡
俊
彦（
同
）／
木
村

強（
同
）／
山
口
昌
宏（
市
医（
歯
科
医
））／
柴
田
守

（
市
学
校
薬
剤
師
）／
齋
藤
誠（
市
青
少
年
相
談
員
）

／
片
岡
三
九
男（
同
）／
鷲
元
明
俊（
同
）／
大
森
和

（
高
岡
二
区
納
税
組
合
長
）／
小
田
倉
芳
也（
金
沢

納
税
組
合
長
）／
根
本
謙
一（
市
中
央
公
民
館
分
館

運
営
審
議
会
委
員
）／
小
貫
�
夫（
同
）／
平
野
昌

（
市
体
育
指
導
委
員
）／
後
藤
邦
夫（
同
）／
海
老
根

康
夫（
同
）／
小
泉
�
彦（
同
）／
海
野
広
幸（
市
消

防
団
第
４
分
団
第
１
部
班
長
）／
和
地
一
行（
同
）

／
稲
田
英
範（
市
消
防
団
第
４
分
団
第
２
部
団
員
）

／
坂
場
昭
洋（
市
消
防
団
第
４
分
団
第
３
部
団
員
）

／
見
代
隆（
市
消
防
団
第
６
分
団
第
１
部
団
員
）／

秋
山
耕
一（
市
消
防
団
第
７
分
団
第
３
部
部
長
）／

飛
田
重
夫（
市
消
防
団
第
７
分
団
第
３
部
班
長
）／

秋
山
照
義（
同
）／
秋
山
盛
男（
市
消
防
団
第
７
分

団
第
３
部
団
員
）／
秋
山
洋
一（
同
）／
小
貫
信
也

（
同
）／
秋
山
和
安（
市
消
防
団
第
８
分
団
長
）／
先

�
光（
市
消
防
団
第
８
分
団
第
１
部
部
長
）／
柏
正

裕（
市
消
防
団
第
８
分
団
第
１
部
班
長
）／
金
子
幸

一（
同
）／
樫
村
浩
美（
同
）／
先
�
武（
市
消
防
団

第
８
分
団
第
１
部
団
員
）／
引
田
克
治（
同
）／
先

�
洋
一（
同
）／
先
�
民
夫（
市
消
防
団
第
８
分
団

第
２
部
部
長
）／
浅
川
浩
行（
市
消
防
団
第
８
分
団

第
２
部
班
長
）／
山
�
和
義（
同
）／
秋
山
一
樹（
市

消
防
団
第
８
分
団
第
２
部
団
員
）／
寺
門
司
農
夫

（
同
）／
秋
山
美
佐
雄（
同
）／
萩
野
谷
豊（
市
消
防

団
第
８
分
団
第
３
部
部
長
）／
小
澤
國
雄（
市
消
防

団
第
８
分
団
第
３
部
班
長
）／
高
畑
將
則（
同
）／

�
畑
淳（
市
消
防
団
第
８
分
団
第
３
部
団
員
）／
平

山
俊
夫（
同
）／
小
澤
祐
一（
同
）／
寺
門
則
夫（
同
）

／
薄
井
聡（
同
）小
橋
一
也（
同
）／
龍
�
和
之（
同
）

／
猿
田
一
生（
同
）／
野
村
勝
則（
同
）／
鈴
木
勝
志

（
同
）／
�
畠
孝（
同
）／
樫
村
満（
同
）／
樫
村
良
夫

（
同
）／
渡
邊
光
榮（
同
）／
寺
門
光
男（
同
）／
鈴
木

積（
同
）／
鈴
木
隆
宏（
同
）／
堀
口
才
二（
同
）／
萩

野
谷
一
成（
同
）／
小
寺
康
生（
同
）／
�
野
谷
孝
一

（
市
消
防
団
第
９
分
団
長
）／
井
坂
旭（
市
消
防
団

第
９
分
団
第
１
部
部
長
）／
勝
村
広
見（
市
消
防
団

第
９
分
団
第
１
部
班
長
）／
大
曽
根
仁
志（
市
消
防

団
第
９
分
団
第
１
部
団
員
）／
�
野
豊（
同
）／
岩

上
正
美（
同
）／
岩
上
守（
同
）／
�
桐
宏
明（
同
）／

岩
上
弘
美（
同
）／
佐
藤
国
博（
同
）／
片
岡
満（
市

消
防
団
第
９
分
団
第
２
部
部
長
）／
木
村
成
人（
市

消
防
団
第
９
分
団
第
２
部
班
長
）／
萩
野
谷
�

（
同
）／
鈴
木
勝
範（
市
消
防
団
第
９
分
団
第
２
部

団
員
）／
木
内
忠（
同
）／
堀
口
英
己（
同
）／
冨
山

智
志（
市
民
間
交
通
安
全
指
導
員
）／
�
畑
省
一

（
同
）／
寺
門
静
夫（
同
）／
寺
門
洋
一（
同
）／
寺
門

貢（
同
）／
渡
辺
悦
子（
同
）／
川
�
清
美（
同
）／
大

橋
晴
代（
同
）／
鈴
木
の
り
子（
同
）／
塙
き
よ
子

（
同
）／
�
野
政
夫（
市
統
計
調
査
員
）／
樫
村
豊

（
同
）／
栗
�
清（
同
）／
檜
山
藤
男（
同
）／
寺
門
勝

美（
同
）／
萩
野
谷
光（
同
）／
木
村
喜
志
男（
同
）／

水
野
忠
信（
同
）／
西
田
豊（
同
）／
清
水
寛
壽（
同
）

／
岩
上
孝
之（
同
）／
佐
々
木
武（
同
）／
柏
村
�

（
同
）／
武
藤
秀
孝（
人
権
擁
護
委
員
）／
後
藤
進

（
市
心
配
ご
と
相
談
員
）／
坂
倉
侃（
同
）／
川
和
田

一
二
三（
市
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
・
市
社
会
福
祉

協
議
会
戸
多
支
部
長
）／
中
村
岩
男（
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
理
事
長
）／
舘
祝
子（
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
推
進
）／
岩
尾
晃
男（
同
）／
吉
澤
成
人

（
敬
老
事
業
記
念
品（
書
）の
作
成
に
尽
力
し
、社
会

福
祉
事
業
に
貢
献
）／
下
菅
谷
駅
福
祉
会（
下
菅
谷

駅（
無
人
）の
切
符
販
売
、
駅
舎
・
構
内
の
清
掃
、

花
壇
づ
く
り
）／
那
珂
市
食
生
活
改
善
推
進
員
連

絡
協
議
会
・
瓜
連
支
部（
市
民
の
食
生
活
の
改
善
及

び
啓
蒙
普
及
に
尽
力
）／
�
瀬
功（
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

の
推
進
及
び
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
の
整
備
・
美
化
等

社
会
福
祉
の
増
進
と
貢
献
）／
�
橋
�
夫（
石
像
寄

付
）／
小
林
元
夫（
岩
崎
江
堰
土
地
改
良
区
理
事

長
）／
�
畠
安
男（
那
珂
中
部
土
地
改
良
区
理
事

長
）／
平
山
操（
那
珂
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
会

長
）

■
那
珂
市
市
制
施
行
記
念
特
別
表
彰
規
則
に
基
づ

く
表
彰 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

◎
自
治
功
労
者

會
澤
貞
美（
旧
那
珂
町
並
び
に
那
珂
市
の
議
会
議

員
と
し
て
市
勢
発
展
と
地
方
自
治
振
興
に
尽
力
）



４

／
中
村
健（
同
）／
會
澤
明（
同
）

／
海
野
進（
同
）／
渡
邊
勝
一

（
同
）／
車
田
一
嗣（
同
）／
木
村

静
枝（
同
）／
石
川
利
秋（
同
）／

加
藤
直
行（
同
）／
�
野
四
郎

（
旧
那
珂
町
並
び
に
那
珂
市
の

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
と
し
て
市
勢
発
展
と
地
方
自

治
振
興
に
尽
力
）／
柏
村
豊（
旧

那
珂
町
並
び
に
那
珂
市
の
都
市

計
画
審
議
会
委
員
と
し
て
市
勢

発
展
と
地
方
自
治
振
興
に
尽

力
）

◎
保
健
衛
生
功
労
者

小
宅
衞（
旧
那
珂
町
の
町
医
並
び
に
那
珂
市
の
市

医
と
し
て
保
健
予
防
事
業
に
尽
力
）／
小
豆
畑
節

夫（
同
）／
中
村
信
一（
同
）／
越
田
久
次
郎（
旧
那

珂
町
の
町
医
・
学
校
医
並
び
に
那
珂
市
の
市
医
・

学
校
医
と
し
て
保
健
予
防
事
業
や
学
校
保
健
事
業

に
尽
力
）／
會
澤
寛
美（
同
）／
清
水
達
也（
同
）／

水
野
欽
司（
同
）／
塙
誠（
同
）／
村
居
道
夫（
旧
那

珂
町
の
町
医（
歯
科
医
）・
学
校
歯
科
医
並
び
に
那

珂
市
の
市
医（
歯
科
医
）・
学
校
歯
科
医
と
し
て
保

健
予
防
事
業
や
学
校
保
健
事
業
に
尽
力
）／
大
内

田
輝
壽（
同
）／
生
天
目
実（
旧
那
珂
町
並
び
に
那

珂
市
の
学
校
歯
科
医
と
し
て
学
校
保
健
事
業
に
尽

力
）／
五
月
女
晴
洪（
同
）／
小
林
克
男（
同
）／
網

野
智
一
朗（
同
）／
�
川
一
郎（
同
）／
神
賀
�
雄

（
同
）／
塩
野
宗
則（
同
）／
水
口
�
宏（
同
）／
山
口

博（
旧
那
珂
町
並
び
に
那
珂
市
の
学
校
薬
剤
師
と

し
て
学
校
保
健
事
業
に
尽
力
）／
舟
橋
惠
子（
同
）

／
那
珂
市
食
生
活
改
善
推
進
員
連
絡
協
議
会
・
那

珂
支
部（
多
年
、
食
生
活
の
改
善
及
び
啓
蒙
普
及

に
尽
力
）

◎
社
会
福
祉
功
労
者

遠
藤
あ
ぐ
り（
旧
那
珂
町
並
び
に
那
珂
市
の
民
生

委
員
児
童
委
員
と
し
て
地
域
福
祉
活
動
に
尽
力
）

／
檜
山
茂
代（
同
）／
三
田
寺
幸
明（
旧
那
珂
町
並

び
に
那
珂
市
の
民
間
交
通
安
全
指
導
員
と
し
て
交

通
安
全
対
策
事
業
に
尽
力
）／
�
橋
一
雄（
同
）／

中
井
川
保
夫（
同
）／
山
田
進（
同
）／
間
宮
恒
雄

（
同
）／
寺
門
光
男（
同
）／
市
毛
邦
男（
同
）／
加
藤

昭（
同
）／
檜
山
榮
一（
同
）／
海
野
弘
美（
同
）／
舩

橋
一
夫（
同
）／
野
木
利
三
郎（
多
年
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
貢
献
）／
前
澤
徹（
多
年
通
学
路
の
環
境

整
備
に
貢
献
）／
青
木
利（
多
年
、
菅
谷
保
育
所
に

お
い
て
、
保
育
所
内
整
備
、
清
掃
、
乳
幼
児
保
育

の
手
伝
い
、
施
設
警
備
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
貢

献
）／
那
珂
地
区
交
通
安
全
母
の
会（
多
年
、
交
通

事
故
防
止
と
交
通
安
全
意
識
の
普
及
高
揚
に
尽

力
）／
戸
多
地
区「
子
ど
も
を
守
る
母
の
会
」（
多

年
、
青
少
年
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
整
備
に
貢

献
）／
那
珂
市
戸
多
小
学
校
森
林
愛
護
隊（
多
年
、

茨
城
県
植
物
園
・
県
民
の
森
な
ど
の
公
共
施
設
を

は
じ
め
学
区
内
の
通
学
路
や
学
校
の
花
壇
な
ど
地

域
環
境
の
保
護
・
保
全
に
貢
献
）／
那
珂
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ（
多
年
、
久
慈
川
・
那
珂
川
水
系
一
斉
ク

リ
ー
ン
作
戦
に
参
加
し
、環
境
保
全
活
動
に
貢
献
）

／
要
約
筆
記
サ
ー
ク
ル「
ス
マ
イ
ル
」（
多
年
、
要

約
筆
記
の
普
及
啓
発
な
ど
、聴
覚
障
害
者
の
社
会

参
加
に
貢
献
）／
高
齢
者
ク
ラ
ブ
和
楽
会（
多
年
、

地
域
に
お
い
て
環
境
美
化
推
進
及
び
社
会
奉
仕
活

動
に
尽
力
）／
高
齢
者
ク
ラ
ブ
飯
田
芳
陽
会（
同
）

／
高
齢
者
ク
ラ
ブ
老
友
会（
同
）／
高
齢
者
ク
ラ
ブ

喜
楽
会（
同
）

◎
産
業
経
済
功
労
者

根
本
治（
旧
那
珂
町
並
び
に
那
珂
市
の
農
業
委
員

会
委
員
と
し
て
農
業
振
興
に
尽
力
）／
塩
野
憲
�

（
同
）／
加
藤
寛（
旧
那
珂
町
並
び
に
那
珂
市
の
統

計
調
査
員
と
し
て
各
種
統
計
調
査
に
従
事
し
市
勢

発
展
に
尽
力
）／
後
藤
正
一（
同
）／
中
澤
照
元

（
同
）／
磯
�
司
農
夫（
同
）／
宮
本
榮
三（
同
）／
後

藤
昇（
同
）／
小
林
通（
同
）／
小
澤
悟（
同
）／
叶
野

秀
行（
同
）／
樫
村
孝
男（
同
）／
加
藤
�（
同
）／
磯

�
澄（
同
）／
小
林
忠
誠（
同
）／
鈴
木
一
郎（
同
）／

市
川
政
範（
同
）／
後
藤
一
夫（
同
）／
井
上
勲（
同
）

／
�
澤
昭（
同
）／
山
�
敦
夫（
同
）／
吉
沢
建
男

（
同
）／
海
野
幸
雄（
同
）／
平
野
薫（
同
）／
檜
山
一

（
同
）／
小
野
寺
紘
一（
同
）／
前
澤
猛（
同
）／
関
宗

長（
多
年
、有
ヶ
池
江
下
土
地
改
良
区
理
事
長
と
し

て
農
業
振
興
に
尽
力
）

◎
消
防
防
災
功
労
者

飛
田
榮
續（
旧
那
珂
町
並
び
に
那
珂
市
の
消
防
団

員
と
し
て
防
火
防
災
に
尽
力
）／
田
中
親
夫（
同
）

／
海
野
藤
男（
同
）／
岩
間
勤（
同
）／
大
部
勝
利

（
同
）／
小
田
倉
文
雄（
同
）／
大
森
利
光（
同
）／
佐

藤
勝
海（
同
）／
小
田
内
次
男（
同
）／
圷
利
男（
同
）

／
佐
藤
清
海（
同
）／
山
�
浩（
同
）／
松
本
正
男

（
同
）／
木
名
瀬
三
好（
同
）／
久
米
陽（
同
）／
山
田

幹
雄（
同
）／
大
内
俊
秀（
同
）／
萩
谷
俊
行（
同
）／

田
口
幹
博（
同
）／
中
原
勝
博（
同
）／
関
正
美（
同
）

／
菊
池
敏
洋（
同
）／
樫
村
紀
男（
同
）／
片
野
重
行

（
同
）／
大
内
將
光（
同
）／
市
川
�
則（
同
）／
草
野

昇
一（
同
）／
武
藤
敏
美（
同
）／
大
貫
由
裕（
同
）／

岩
佐
政
則（
同
）／
吉
成
一
男（
同
）／
宇
留
野
猛

（
同
）／
福
田
仁（
同
）／
藤
田
賢
一（
同
）／
中
�
秋

男（
同
）／
仲
田
精（
同
）／
仲
田
康
広（
同
）／
小
池

洋
治（
同
）／
袴
塚
正
勝（
同
）／
寺
門
隆
司（
同
）／
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那珂市表彰式典

根
本
清
隆（
同
）／
桐
原
保（
同
）／
寺
門
徹（
同
）／

稲
田
守（
同
）／
根
本
浩
一（
同
）／
根
本
一
志（
同
）

／
片
岡
淳（
同
）／
山
�
彰
則（
同
）／
根
本
喜
行

（
同
）／
加
藤
昌
次（
同
）／
�
原
実（
同
）／
勝
山
三

郎（
同
）／
沢
幡
誠
士（
同
）／
吽
野
由
治（
同
）／
寺

門
賢
一
郎（
同
）／
黒
澤
一
郎（
同
）／
綿
引
守（
同
）

／
寺
門
利
昭（
同
）／
平
松
栄（
同
）／
古
田
土
浩

（
同
）／
小
田
倉
幸
男（
同
）／
叶
野
豊（
同
）／
田
口

進（
同
）／
伊
藤
勝
男（
同
）／
広
島
勇（
同
）／
小
森

二
三
男（
同
）／
大
森
健
一
郎（
同
）／
宮
内
真
美

（
同
）／
石
川
安
三（
同
）／
後
藤
�
雄（
同
）／
鈴
木

孝（
同
）／
礒
�
宗
雄（
同
）／
金
澤
冨
士
雄（
同
）／

鹿
島
音
二
郎（
同
）／
美
山
誠（
同
）／
滑
川
良
一

（
同
）／
�
橋
孝
之（
同
）／
美
山
�（
同
）／
水
野
博

行（
同
）／
渡
邊
道
男（
同
）／
寺
山
義
弘（
同
）／
冨

田
典
夫（
同
）／
堀
江
秀
男（
同
）／
大
曾
根
進（
同
）

／
若
宮
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ（
旧
那
珂
町
並
び
に
那

珂
市
に
お
い
て
火
災
予
防
と
防
災
活
動
に
尽
力
）

／
下
江
戸
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ（
同
）

◎
教
育
文
化
功
労
者

山
田
正（
旧
那
珂
町
並
び
に
那
珂
市
の
文
化
財
保

護
審
議
会
委
員
と
し
て
文
化
財
保
護
に
尽
力
）／

中
庭
一
雄（
旧
那
珂
町
並
び
に
那
珂
市
の
青
少
年

相
談
員
と
し
て
青
少
年
の
健
全
育
成
に
尽
力
）／

小
森
友
子（
同
）／
中
庭
一
雄（
青
少
年
健
全
育
成

那
珂
市
民
会
議
会
長（
現
顧
問
）と
し
て
青
少
年
の

健
全
育
成
に
尽
力
）／
奥
田
實（
旧
那
珂
町
並
び
に

那
珂
市
の
体
育
指
導
委
員
と
し
て
社
会
体
育
の
振

興
に
尽
力
）／
清
水
正
亜（
同
）／
近
藤
か
を
る

（
同
）／
根
本
傳
次
郎（
同
）／
山
田
進（
同
）／
秋
山

秀
雄（
同
）／
稲
川
敏
夫（
同
）／
�
村
君
江（
同
）／

宮
田
き
み
よ（
生
活
学
校
会
長（
現
顧
問
）と
し
て

社
会
教
育
の
発
展
に
尽
力
）／
後
藤
農
一（
多
年
、

ス
ポ
ー
ツ
広
場
を
開
放
し
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と

青
少
年
の
健
全
育
成
に
尽
力
）／
助
川
弘
道（
那
珂

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
指
導
者
と
し

て
社
会
体
育
の
振
興
に
尽
力
）／
棚
井
新
八（
同
）

／
中
原
孝（
同
）／
渡
辺
弘
惠（
同
）／
川
下
清（
五

台
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
指
導
者
と

し
て
社
会
体
育
の
振
興
に
尽
力
）／
檜
山
眞（
同
）

／
新
井
貴（
那
珂
市（
旧
那
珂
町
）水
泳
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
の
指
導
者
と
し
て
社
会
体
育
の
振
興
に
尽

力
）／
小
林
勲（
同
）／
小
森
友
子（
同
）／
芹
田
美

千（
同
）／
海
野
幹
雄（
も
ち
の
木
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
の
指
導
者
と
し
て
社
会
体
育
の
振
興
に
尽
力
）

／
大
木
直
文（
同
）／
樫
村
紀
男（
同
）／
久
米
秀
夫

（
同
）／
冨
岡
永
福（
同
）／
春
木
克
行（
同
）／
室
岡

正
巳（
同
）／
岩
間
昭
範（
菅
谷
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
の
指
導
者
と
し
て
社
会
体
育
の
振
興
に
尽

力
）／
後
藤
操（
同
）／
齋
藤
通（
同
）／
上
原
精
一

（
戸
多
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
指
導
者
と
し
て

社
会
体
育
の
振
興
に
尽
力
）／
小
圷
正
利（
同
）／

渡
邊
道
男（
同
）／
小
堆
弘
二（
横
堀
剣
道
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
の
指
導
者
と
し
て
社
会
体
育
の
振
興
に

尽
力
）／
宮
�
正
雄（
芳
野
剣
心
会
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
の
指
導
者
と
し
て
社
会
体
育
の
振
興
に
尽
力
）

／
沢
幡
誠
士（
芳
野
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
指

導
者
と
し
て
社
会
体
育
の
振
興
に
尽
力
）／
戸
�

守
男（
額
田
誠
心
館
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
指
導
者

と
し
て
社
会
体
育
の
振
興
に
尽
力
）／
成
田
輝
男

（
同
）／
佐
々
木
薫（
那
珂
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

の
指
導
者
と
し
て
社
会
体
育
の
振
興
に
尽
力
）／

齊
藤
幸
夫（
那
珂
Ｆ
・
Ｃ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
指
導

者
と
し
て
社
会
体
育
の
振
興
に
尽
力
）／
深
畑
眞

喜
榮（
同
）／
山
�
和
彦（
同
）／
青
山
陽
一（
多
年
、

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
地
区
の
青
少
年
育
成
活
動
に
尽

力
）／
和
田
一
�（
同
）／
那
珂
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団（
多
年
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
青

少
年
の
健
全
育
成
に
尽
力
）／
芳
野
野
球
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団（
同
）／
も
ち
の
木
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

（
同
）／
日
本
空
手
協
会
那
珂
支
部（
同
）

　
　

月
３
日
、
瓜
連
地
内
で
住
宅
火
災
が
発

１０
生
し
、
火
災
現
場
附
近
で
電
気
工
事
作
業
を

し
て
い
た
㈱
関
電
工
社
員
５
人
及
び
そ
の
警

備
を
し
て
い
た
常
陸
警
備
保
障
㈱
社
員
２
人

が
、
危
険
を
顧
み
ず
初
期
消
火
に
あ
た
り
ま

し
た
。

　

表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

神
長
文
男（
大
子
町
）／
飯
塚
真
人（
同
）／
中

野
正
志（
常
陸
太
田
市
）／
�
澤
フ
ミ
子（
同
）

／
阿
久
津
修（
日
立
市
）／
山
本
寿
幸（
同
）／

古
渡
晴
男（
大
洗
町
）

�
�
�
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�
�
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　弓野さんは、昭和２４年に茨城県警察に奉
職。石岡警察署長をはじめ、警察本部防犯
課長などの要職を歴任し、昭和５９年警察本
部参事官で退職を迎えるまで３５年間の長き
に渡り、治安の維持や後進の指導に心血を
注ぎました。何よりも人との輪を大切にす
る弓野さんは、地域や行政、関係機関等と
手を取り合い、幾多の事件や交通事故防止
など難題に取り組んできました。「今回の
受章は、お世話になった皆さんのお力。特
に家内と娘には、苦労をかけました」と妻
たま子さんにやさしく声をかける弓野さ
ん。弓道をはじめ囲碁、水墨画など多彩な
趣味の持ち主です。「残る人生、惰性に流
されず、めりはりのある毎日を送りたいで
すね」と笑顔で語っていました。
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元警視正
（中台）

����� さ
ん

　昭和３３年に社会科の教員となった猪野さ
んは、小・中学校で６年間教鞭を執られ、
県立太田一・緑岡・東海高校に赴任。その
後、茨城県歴史館資料室長を経て、県立北
茨城高校と勝田高校で校長の要職を歴任さ
れました。平成８年の退職後は私立茨城中
学・高校で常務理事等を平成１３年まで務め
られました。現役時代には弓道部の顧問と
しても活躍。礼儀作法を重んじる弓道を通
して、学力だけではなく生徒の精神面の指
導にも力を尽くされました。現在は自宅の
弓道場で後進の指導にあたる猪野さん。
「時代とともに子どもをめぐる環境は大き
く変化してきた。そのような時代だからこ
そ、基本的な生活習慣の確立が必要ではな
いか」と話されていました。

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	



�����

元県立高等学校長
（後台）

����� さ
ん

�����

元自衛官
（飯田）

����� さ
ん

�����

元茨城県警部
（菅谷）

�����さん

�����

元警視正
（菅谷）

����� さ
ん

����

茨城県測量設計業
協会副会長
（後台）

���� さ
ん
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元茨城県警部
（後台）

����� さ
ん

�����

元養護老人ホーム
ナザレ園主任介護員
（戸崎）

������ さ
ん
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黄門さまの歩いた道に思いを馳せて

������
������
水戸藩二代藩主の徳川光圀が旅した水戸の城から常陸太田の西山荘までの棚倉街道。
往時を偲びながらその道を歩く「水戸黄門さま漫遊ウォーク」が１０月２９日、
那珂市・水戸市・常陸太田市の３市の共催で実現しました。
それぞれの市を出発した総勢３５５人の参加者は、爽やかな汗を流しながら、
深まり行く秋の一日を満喫しました。

常陸太田市の西山荘を目指し旧３４９号線
を歩いた。休憩地点までもう少し

那珂市の出発地点は一の関ため池親水
公園。ここから２コースに分かれる

那珂市（左）と水戸市（右）の黄門さまが
ご対面。どちらの黄門さまも貫録十分

休憩地点の額田小学校で振る舞われた
「なっとう汁」は大好評

水戸市と常陸太田市のゴールまでの道
順を地図で確認

「印籠」の引継ぎを行う小宅近昭那珂市
長（左）と加藤浩一水戸市長（右）

黄門さまご一行に先導され水戸市を目
指す常陸太田市からの参加者

今回のイベントを盛り上げた黄門さま
ご一行。堂々とした立ち姿が見事

笑顔で「印籠」を引継いだ大久保太一常
陸太田市長（右）

293

349

6

118

50

51

常陸大宮 

常陸太田 

那珂I.C

瓜連 

常
磐
自
動
車
道
 佐和 

勝田 

水戸 

西山の里「桃源」 

一の関ため池親水公園 

県三の丸庁舎広場 

ウ
ォ
ー
ク
ル
ー
ト

上菅谷 



８

　「統計の日（１０月１８日）」にちなみ、農林水産業に
関する統計情報業務に長年にわたり協力してきた功
績をたたえ１１月９日、農林水産大臣感謝状伝達式が
水戸地方合同庁舎で行われました。県内で授与され
たかたは永年協力者、特別協力者の計５３人。市内で
は、小林勝美さんと田中親夫さんのお二人が感謝状
を受けました。

普通作物基準筆調査農家
協力年数１９年６月
田中親夫さん（飯田）

農業経営統計調査農家
協力年数１５年

小林勝美さん（鹿島）

��������
��������	

　８月２７日に開催された「なかひまわりフェス

ティバル２００５」。写真コンテストには多数のかた

に応募していただきました。表彰式が１０月３１日、

市役所で行われ、ネガ・リバーサル部門とデジタル

カメラ部門の２部門、計２０人が表彰されました。
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■
特
選：

那
珂
市
教
育
長
賞

「背比べ」　奥村正則さん

■推選：那珂市長賞

「目覚め」　海野節夫さん 「イエロー・ファンタジー」　檜山敏雄さん

■特選：ひたちなか農業協同組合
代表理事理事長賞
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���　田所稔朗さん　檜山三枝子さん

���　酒井　永さん　川村昇司さん　　安藤千尋さん

　　　　金谷　隆さん　菊池巧二さん

��������	

���　黒沢正美さん　佐々木実さん

���　塚田　茂さん　小川豊子さん　大滝　梓さん　

　　　　山田幸夫さん　酒井　永さん

��������	

■推選：那珂市議会議長賞

「大っきなイヤリング」　小林弘一さん 「こんにちは赤ちゃん」　尾形正苗さん

■特選：日本原子力研究開発機構
那珂核融合研究所長賞
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■推選：那珂市観光協会長賞

「ひまわりっ娘」　金谷　隆さん
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　市職員の給与は、その職務と責任に応じた給料と扶
養手当などの諸手当で構成されています。平成１６年度
の普通会計の歳出額１５２億２，１４９万５千円のうち人件費
は２８億７，３９１万９千円で、歳出額に対して人件費の占
める割合（人件費率）は１８．９％となっています（平成

１５年度の人件費率は１９．７％）。
　なお、人件費には、特別職に支給される給料、報酬
等を含んでいます。
※参考　住民基本台帳人口（平成１７年３月３１日現在）５６，６０７人

■職員の給与費の状況（一般会計予算）

一人当たり給与費
（Ｂ/Ａ）

給　　　　　　与　　　　　　費職 員 数
（Ａ）区　分

計（Ｂ）期末・勤勉手当職員手当給　　料
６，０５６，６００円２，９４３，５１０，０００円７６１，０４９，０００円２８２，０３２，０００円１，９００，４２９，０００円４８６人平成１７年度

（注）１職員手当には退職手当を含みません。　２給与費は当初予算に計上された額です。

■一般行政職の級別職員数の状況

計８級７級６級５級４級３級２級１級区　　分
部長、課長
室長、局長
参事

課長補佐
室長、所長
副参事

主　査
技　査
主　任

係　長
主　任

主　幹
技　幹

主　幹
技　幹

主　事
技　師

主事補
技師補標準的な職務内容

２３８人２３人４８人４７人２５人３３人３４人２４人４人那珂町
職員数

　７２人８人６人１４人９人３人１８人１３人１人瓜連町

１００．０％
　９．６％２０．２％１９．７％１０．５％１３．９％１４．３％１０．１％１．７％那珂町

構成比
１１．１％　８．３％１９．４％１２．５％　４．２％２５．０％１８．１％１．４％瓜連町

（平成１６年４月１日現在）

■職員の平均給料月額及び平均年齢の状況

（平成１６年４月１日現在）

技能労務職一般行政職
区　分

平均年齢平均給料月額平均年齢平均給料月額
４５．８歳２５６，３００円４１．８歳３３４，３００円那珂町
５１．８歳２４５，７００円３９．１歳３００，７００円瓜連町
４６．３歳３４６，０５５円４２．４歳３６０，２２６円茨城県
４７．８歳２８３，３８４円４０．２歳３２７，５５５円国

■ラスパイレス指数の状況

（各年４月１日現在）

平成１６年平成１５年平成１４年平成１３年区　分
９５．０９６．７９７．０９７．４那珂町
９３．２９４．４９４．９９４．８瓜連町

（注）ラスパイレス指数は、地方公務員の給与水準と国家公
務員の給与水準を比較する場合に用いられ、国を１００
とした場合の指数として表したものです。　

■職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

（平成１６年４月１日現在）

■職員の初任給の状況

（平成１６年４月１日現在）

一 般 行 政 職
区　　分

高校卒大学卒
１３８，８００円１７０，７００円那 珂 町
１３８，８００円１７０，７００円瓜 連 町
１４３，３００円１７７，４００円茨 城 県
１３８，８００円１７０，７００円国（Ⅱ種）

経　 験　 年　 数
区　　　分 ２０～２５年

未　満
１０～１５年
未　満

５～７年
未　満

３９２，３００円２８２，３００円２１９，２００円大学卒
那珂町

一　般
行政職

３４０，７００円２２６，６００円１８４，４００円高校卒
３７２，５００円３００，６００円２０６，６００円大学卒

瓜連町
３３２，９００円２１１，７００円１９２，６００円高校卒
３００，７００円２１９，９００円１８９，０００円

高校卒
那珂町技　能

労務職 ２３４，５００円１７１，４００円瓜連町
（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合

は、採用後の年数をいうものです。
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国の制度
との異同

瓜 連 町那 珂 町内　　　　　容区　　分

同

１３，５００円１．配偶者

扶養手当（月額）
　６，０００円２．配偶者以外の扶養親族　２人目まで
　５，０００円　　　　　　　〃　　　　　　３人目以降

５，０００円加算３．子のうち満１６歳の年度始めから満２２歳
の年度末までの子一人につき

同
２，５００円（５年間）１．新築または購入住宅

住居手当（月額）
２７，０００円を限度に支給２．借家、貸間

異

４５，０００円１．交通機関 （ア）全額支給限度額

通勤手当（月額）

５０，０００円（イ）最高支給限度額
２km以上５km未満

２，０００円
５km以上１０km未満

４，１００円

１km以上２km未満
１，３００円

１km増すごとに
６００円加算

２．交通用具利用者

瓜連町那 珂 町内　　　容区　　　分
９３，９１２，０００円支給総額平　成

１６年度
時間外勤務手当

　　２４１，４００円職員一人当たりの平均支給年額
１６，３７６，０００円６２，０４０，０００円支給総額平　成

１５年度 ２３７，３００円２３４，１００円職員一人当たりの平均支給年額

瓜 連 町那 珂 町内　　　容　（全 職 種）区　分
３４．４％１６．０％職員全体に占める手当支給職員の割合

特殊勤務手当
（平成１６年度）

１６，８００円２８，８００円支給対象職員一人当たりの平均支給年額
５種類７種類手当の種類（手当数）

会計職員手当
入浴者による老人介護手当

徴収事務手当
建設事務従事手当
保育士・幼稚園教諭手当

代表的な手当の名称

■職員手当の状況 （平成１６年４月１日現在）

国瓜連町那珂町区　分

左に
同じ

勤勉手当期末手当

期末手当
勤勉手当

０．７月分１．４月分６月期
０．７月分１．６月分１２月期
１．４月分３．０月分計

職制上の段階、職務の級等による
加算措置　有

左に
同じ

勧奨・定年自己都合（支給率）

退職手当

２８．０８７５月分２１．００月分勤続２０年
４３．３３５　月分３３．７５月分勤続２５年
６０．９９　月分４７．５０月分勤続３５年
６０．９９　月分６０．００月分最高限度額

その他の加算措置
定年前早期退職特例措置

（２％～２０％加算）

■特別職の報酬等の状況

報 酬 月 額 等
区　　　分

瓜連町那珂町
８０５，０００円
６５１，０００円
６１３，０００円

８４１，０００円
６５０，０００円
６０６，０００円

町　長
助　役
収入役

給　　料
（平成８年４月１日～

平成１６年４月１日）
３５３，０００円
３１０，０００円
３００，０００円

４１４，０００円
３６３，０００円
３４５，０００円

議　長
副議長
議　員

報　　酬
（平成８年４月１日～

平成１６年４月１日）
６月期　１．６月分
１２月期　１．７月分
　計　　３．３月分

町　長
助　役
収入役期末手当

（平成１６年４月１日現在） ６月期　１．６月分
１２月期　１．７月分
　計　　３．３月分

議　長
副議長
議　員
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■定員の状況

〈部門別職員数の状況〉 （各年４月１日現在）　※△は減
職員数対 前 年 増 減 数職　 　 員　 　 数

区　分
部　門

那珂市瓜 連 町那 珂 町瓜 連 町那 珂 町
平　成
１７年度

平　成
１６年度

平　成
１５年度

平　成
１４年度

平　成
１６年度

平　成
１５年度

平　成
１４年度

平　成
１６年度

平　成
１５年度

平　成
１４年度

平　成
１６年度

平　成
１５年度

平　成
１４年度

７００００００２２２５５５議 会

一
般
行
政
部
門

９８０１△１２１３２３２３２２７２７０６９総 務
２９０００２００６６６２５２３２３税 務
５４００△１１△４４７７７３８３７４１民 生
２８△１０１△２１△３５６６１７１９１８衛 生
２７００１０１０８８８２５２５２４農 水
４００００００１１１３３３商 工
５３０△１２１△１△５１２１２１３４８４７４８土 木
３００△１０２４△２△１６４６５６５２３３２２９２３１小 計
７７１△１１△４△２１１６１５１６６５６９７１教 育特

別
行
政

部　
　

門
１０７消 防
１８４１△１１△４△２１１６１５１６６５６９７１小 計
１６００００００５５５１４１４１４水 道公

営
企
業
等

会　
計　
部　
門

１９△１００１△１１３４４１６１５１６下水道
９０００△４２３６６６１５１９１７その他
４４△１００△３１４１４１５１５４８４８４７小 計
５２７△１△１３△３△３４９４９５９６３４３３４６３４９合　計

（注）職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員などを含み、臨時または非常
勤職員を除いています。
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■お気軽に相談窓口を利用ください

　少子・高齢化が進む中、介護が必要な高齢者を放置
したり、家庭や施設内で高齢者に暴力をふるったりす
るなど虐待が表面化しています。高齢者虐待の背景に
は、高齢者と家族等の間でとれていたバランスが、両
者の心身の状態や性格・疾病・経済状態などにより崩
れ、そこへ過去のお互いの関係などが複雑に影響する
ことにより起きています。両者とも虐待を自覚してい
ない場合も多く、高齢者だけでなく家族も含めた精神
的なケアが必要です。
高齢者虐待の実像（厚生労働省調べ）

・被害者の８割は７５歳以上の後期高齢者
・被害者の４分の３以上が女性
・介護が必要な高齢者への虐待が多い
・高齢者本人も虐待者も虐待についての自覚がない
・１０人に１人が生命に関わる危険な状態
・６割以上が心身の健康に悪影響が出ている
　お悩みのかたは一人で抱え込まないで、介護福祉課
高齢者支援係にご相談ください。

○身体的虐待

暴力的行為によって身体に傷やアザ、痛みを与
える行為や、外部との接触を意図的、継続的に
遮断する行為

○精神的虐待

脅しや侮辱などの言葉や態度、無視、嫌がらせ
等によって精神的に苦痛を与えること

○性的虐待

本人が同意していない、性的な行為やその強要
○経済的虐待

本人の合意なしに財産や金銭を使用し、本人が
希望する金銭の使用を理由なく制限すること

○介護・世話の放置・放任

必要な介護サービスの利用を妨げる、世話をし
ない等により、高齢者の生活環境や身体的・精
神的状態を悪化させること

こんなことが「高齢者虐待」です
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○
結
核
対
策
の
市
の
取
り
組
み

　

那
珂
市
で
は
、
結
核
検
診
を
含
め
た
検

診
全
般
に
つ
い
て
、
受
け
や
す
い
体
制
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
住
民
検
診

を
総
合
健
診
と
し
て
実
施
し
、
一
度
に
健

診
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
、
休
日
を
含
め
て

実
施
し
て
い
る
こ
と
、
若
い
女
性
を
対
象

と
し
た
健
診
で
は
保
育
付
き
と
し
て
い
る

こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
平

成　

年
度
か
ら
結
核
検
診
を
近
く
の
会
場

１７
で
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
結
核
の
単
独
検
診

を
追
加
し
、
選
択
肢
を
広
げ
て
い
ま

す
。
そ
の
他
、
複
十
字
運
動
、
Ｂ
Ｃ

Ｇ
接
種
の
広
報
や
個
人
通
知
に
よ

り
、
接
種
率
の
向
上
へ
の
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　

結
核
予
防
協
会
が
実
施
す
る
第　

回

（財）

４９

結
核
対
策
推
進
優
良
市
町
村
表
彰
式
が
９

月　

日
、
同
協
会
総
裁
の
秋
篠
宮
妃
殿
下

２８
御
臨
席
の
下
、
東
京
・
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ

オ
タ
ニ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
に

は
、
那
珂
市
か
ら
小
宅
市
長
及
び
市
健
康

推
進
課
長
が
出
席
。
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
や
住
民

検
診
、
ま
た
結
核
予
防
に
関
す
る
啓
発
活

動
な
ど
結
核
対
策
の
全
般
に
わ
た
り
優
れ

た
業
績
を
収
め
た
と
し
て
那
珂
市
を
含
む

全
国　

市
町
村
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
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市政だより 

■那珂市の結核・肺がん検診の受診者数の推移
平成９年度の受診者総数を１００とした場合の推移

140

130

120

110
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■結核を防ぐには…

　未感染者はBCG接種を

　BCGは発病率を抑え、重症化を防ぐためのワクチ
ンです。乳児では結核に感染すると髄膜炎などを起
こす危険がありますので生後６か月未満にBCG接
種を受けましょう。
■こんな症状に注意して…

結核の５大症状

せき、たん、血たん、発熱、胸痛

（その他、体のだるさ・寝汗など）
※初期症状はかぜに似ています。これらの症状が２
週間以上続いたら要注意です。１か月以上続く人
からは２５人に１人の割合で結核が見つかっています。

■結核かどうか知るために…

　周囲の人が結核にかかったり、上の症状が続いた
ら、医師の診断を受けましょう。
感染を知るための主な検査

ツベルクリン反応、胸部X線撮影、喀たん検査

■結核の治療は…

　現在は結核によく効く薬ができ、３～４種類の薬
を６～９か月服用すれば治療できるようになりまし
た。菌を排出しなくなれば、外来で治療が可能です。
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　多くの日本人にとって、結核は忘れら
れていた病気。結核には、世界の総人口
の３分の１が感染しており、毎年新たに
８００万人の患者が発生し、死者は２００万人
と推定されています（WHOによる）。世
界的には、結核は今、ピークを迎えよう
としている再興感染症であり、その影響
は日本にも及ぶと考えられます。結核は
今、まさに存在する健康問題なのです。
　結核は、日本で今も毎年約３万３，０００
人の患者が生じている国内最大の感染
症。結核が流行している主な理由は、①
若い頃に感染した結核菌が免疫低下で活
動しはじめた②若い世代は、結核菌に出
会ったことがない未感染者が多く、比較
的早い時期に発病する危険がある③結核
は過去の病気と思われているため、受診
や診断が遅れることが多い等があげられ
ます。
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予
防
協
会
総
裁
秋
篠
宮
妃
殿
下
か
ら
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（財）受
け
る
小
宅
市
長
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■
申
し
込
み
、
案
内
に
つ
い
て

Ｑ
平
成　

年
度
か
ら
健
診
を
受
け
た
い
が

１８

ど
う
す
れ
ば
い
い
か

Ａ
は
じ
め
て
市
の
健
診
を
受
診
す
る
か
た

は
、
電
話
か
窓
口
で
の
申
し
込
み
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
申
し
込
み
は
随
時
受
付
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
受
け
方
は
、
窓
口
で

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
那
珂
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
毎
年
受
け
て
い
る
が
、
平
成　

年
度
か

１８

ら
の
健
診
日
時
や
項
目
の
変
更
は
可
能
か

Ａ
可
能
で
す
。
た
だ
し
、
日
時
の
変
更
は

「
平
成　

年
度
健
康
診
査
年
間
日
程
表
」が

１８

配
布
さ
れ
て
か
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
配

布
は
平
成　

年
３
月
中
旬
以
降
に
予
定
し

１８

て
い
ま
す
。

Ｑ
旧
瓜
連
町
で
は
健
診
案
内
の
は
が
き
が

届
い
て
い
た
が
、
今
年
度
は
案
内
通
知
が

届
か
な
か
っ
た

Ａ
案
内
通
知
の
対
象
は
、
平
成　

年
度
に

１６

旧
瓜
連
町
で
行
っ
た
健
康
管
理
家
族
調
査

で
「（
平
成　

年
度
以
降
）
市
の
健
診
を
希

１７

望
す
る
」
と
答
え
た
か
た
、
ま
た
は
電
話

か
窓
口
で
健
診
の
申
し
込
み
を
さ
れ
た
か

た
で
す
。
一
度
申
し
込
む
と
登
録
さ
れ
毎

年
自
動
的
に
対
象
地
区
で
の
案
内
を
送
り

ま
す
。
通
知
は
、
健
診
日
の
２
〜
３
週
間

前
に
郵
送
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
今
年
は　

歳
で
レ
デ
ィ
ー
ス
検
診
対
象

３９

だ
っ
た
が
来
年
は　

歳
に
な
る
。
総
合
健

４０

診
対
象
に
変
わ
る
が
案
内
は
届
く
の
か

Ａ
改
め
て
手
続
き
を
し
な
く
て
も
総
合
健

診
の
案
内
を
送
り
ま
す
。
た
だ
し
、
胃
が

ん
検
診
や
大
腸
が
ん
検
診
な
ど
新
た
に
希

望
す
る
か
た
は
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
健
診
結
果
に
つ
い
て

Ｑ
健
診
の
結
果
は
い
つ
頃
く
る
か

Ａ
市
で
行
う
す
べ
て
の
健
診
結
果
は
、
検

査
機
関
が
判
定
し
市
を
経
由
し
て
各
自
に

通
知
す
る
た
め
、
約
一
か
月
か
か
り
ま
す
。

Ｑ
基
本
健
診
や
レ
デ
ィ
ー
ス
健
診
の
結
果

が
届
い
た
が
見
方
が
わ
か
ら
な
い

Ａ
検
査
結
果
の
判
定
は
、
検
査
値
の
左
側

に
Ａ（
異
常
）、
Ｂ（
軽
度
異
常
）、
空
欄（
正

常
範
囲
内
）
と
し
て
示
さ
れ
、
こ
の
判
定

を
も
と
に
総
合
判
定
さ
れ
ま
す
。「
今
回

の
健
診
結
果
コ
メ
ン
ト
」
に
も
あ
り
ま
す

が
、
総
合
判
定
が
要
医
療
の
か
た
は
病
院

の
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。
総
合
判
定
が

要
指
導
の
か
た
は
病
院
の
受
診
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
が
、「
健
診
結
果
相
談
」
に
て
保

健
師
、
管
理
栄
養
士
に
相
談
し
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
総
合
判
定
が
異

常
な
し
の
か
た
は
現
状
を
維
持
し
な
が

ら
、
自
己
管
理
の
た
め
年
一
回
は
健
診
を

受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

■
胃
が
ん
検
診
に
つ
い
て

Ｑ
胃
が
ん
検
診
の
対
象
年
齢
を　

歳
ま
で

７４

と
し
た
根
拠
は
？

Ａ
バ
リ
ウ
ム
の
液
量
は
少
な
く
な
り
ま
し

た
が
、
そ
の
分
胃
壁
に
バ
リ
ウ
ム
液
が

し
っ
か
り
ま
ん
べ
ん
な
く
付
着
す
る
よ
う

バ
リ
ウ
ム
濃
度
は
以
前
よ
り
濃
く
な
っ
て

い
ま
す
。
バ
リ
ウ
ム
の
粘
性
を
飲
み
に
く

い
と
感
じ
る
か
た
も
い
る
よ
う
で
す
。
一

方
、
高
齢
に
な
る
と
、
の
ど
の
反
射
が
老

化
現
象
に
よ
り
鈍
り
バ
リ
ウ
ム
を 
誤  
嚥 
ご 
え
ん

（
誤
っ
て
肺
や
気
管
に
入
る
こ
と
）す
る
可

能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
バ
リ
ウ
ム
の
誤

嚥
事
故
を
防
止
す
る
た
め
に
市
で
行
う
胃

が
ん
検
診
の
年
齢
上
限
を
決
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、　

歳
以
内
で
あ
っ
て

７４

も
食
事
摂
取
時
の
む
せ
返
り
が
頻
繁
に
お

こ
る
か
た
は
、
医
療
機
関
で
の
胃
カ
メ
ラ

等
に
よ
る
検
査
を
お
勧
め
し
ま
す
。

■
前
立
腺
が
ん
検
診
に
つ
い
て

Ｑ
国
保
被
保
険
者
で
な
い
と
市
の
前
立
腺

が
ん
検
診
は
受
け
ら
れ
な
い
の
か

Ａ
平
成　

年
度
は
、
対
象
を
国
保
の
か
た

１７

に
限
定
し
た
た
め
、
そ
れ
以
外
の
保
険
の

か
た
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
平
成

　

年
度
に
つ
い
て
は
、
後
日
広
報
等
で
お

１８し
ら
せ
し
ま
す
。

■
子
宮
が
ん
検
診
に
つ
い
て　

Ｑ
旧
瓜
連
町
で
は
、
婦
人
科
検
診
と
し
て

乳
が
ん
検
診
と
合
わ
せ
て
の
検
診
だ
っ
た

が
、
乳
が
ん
、
子
宮
が
ん
検
診
を
同
時
に

は
受
け
ら
れ
な
い
の
か

Ａ
現
状
で
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
子
宮
が

ん
検
診
は
総
合
健
診
、
レ
デ
ィ
ー
ス
検
診

の
中
で
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
乳
が
ん
検

診
を
追
加
す
る
と
な
る
と
待
ち
時
間
が
更

に
増
え
、
健
診
の
流
れ
が
複
雑
に
な
る
と

懸
念
さ
れ
ま
す
。
子
宮
が
ん
検
診
は
毎
年

総
合
健
診
、
レ
デ
ィ
ー
ス
検
診
と
し
て
案

内
を
送
り
ま
す
。
一
方
乳
が
ん
検
診
は
単

独
検
診
で
毎
年
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

※
な
お
、
子
宮
が
ん
検
診
は
医
療
機
関
で
検

査
を
受
け
る
際
の
補
助
が
あ
り
ま
す
。
平

成　

年
度
の
子
宮
が
ん
医
療
機
関
検
診

１７
は
、　

月　

日　

ま
で
受
付
し
ま
す
の

１２

２８

（水）

で
、
希
望
す
る
か
た
は
必
ず
健
康
推
進
課

窓
口
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

総
合
健
診
、
レ
デ
ィ
ー
ス
検
診
に
つ

い
て
、
市
民
の
皆
様
か
ら
の
ご
質
問
等

を
Ｑ
＆
Ａ
で
ま
と
め
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
貴
重
な
ご
意
見
を
来
年
度
以
降
の
健

診
体
制
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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問い合わせ 
生活環境課環境衛生係 
�２９８－１１１１　内線２５４ 

ミニ ミニ 

9環境
ＴＯ
ＰＩＣＳ

環境
ＴＯ
ＰＩＣＳ

環境
ＴＯ
ＰＩＣＳ

　昨今、悪質商法業者が
盛んに報道を賑わせてい
ます。市内においても
「架空請求」「リフォーム
詐欺」など多種多様な被
害が後を絶ちません。そ
の手口はますます巧妙複
雑化し市民の皆さんが自
己防衛することは容易な
ことではありません。市
内の被害件数も年々増加
傾向です。
　そこで市では、市民の皆さんが安心安全に暮らせる明
るいまちづくりの一環として、市民の皆さんの消費生活に
おける苦情や相談について一緒に考え、解決のためのお手
伝いをする消費生活係を今年１月に設置しました。

おかしいと思ったらすぐに生活安全課消費生活係へ！

■相談内容

消費生活に係る相談および苦情の処理に関する相談
■相談方法

直接市役所へ来庁またはお電話でご相談ください。ま
た、分かる範囲で結構ですのでお困りになっているこ
との①日時　②場所　③状況　④業者名　等をお知ら
せください。
■相談受付

月～金曜日　
※土・日曜日、祝日など市役所閉庁日は除く
■設置場所・連絡先

那珂市役所（本庁）４階　生活安全課消費生活係
那珂市福田１８１９－５　
�２９８－１１１１　内線４４３

　悪質商法の被害に多くあうのは高齢者と若者です！

　消費生活係では、係員が問題解決のための助言等を行

います。その助言をもとに、消費者（市民の皆様）自ら

が自主的に、交渉・解決をしていただきます。

【その他の問い合わせ機関】

茨城県消費生活センター　�２２５－６４４５

那珂警察署　　　　　　　�３５２－０１１０

犬の散歩はマナーを守って！ 市役所の消費生活係はこんな仕事を…

●あなたは犬のフンをきちんと持ち帰っていますか

　犬のフンが問題となっています。空き地だから、畑だ
からといってフンを持ち帰らずそのままにしてしまう飼
い主、さらに他人の家の入り口や塀にしたフンも処理し
ないでそのまま放置してしまう飼い主までいます。ス
コップやフンを入れる袋を持っていても、フンはスコッ
プを使ってその場に埋めてしまったり、ただ持っている
だけで犬がフンをしてもそのままにして全然使わなかっ
たりする人もいます。こうした一部の飼い主がフンを適
正に処理しないため、犬の飼い主全員が悪いイメージを
もたれているのが現状かと思います。

●散歩のときはリードをつけて

　また、犬にリードを付けずに散歩している飼い主も見
かけます。飼い主は犬が逃げないし、しつけが行き届い
ているから人に咬みついたりはしないと思ってリードを
つけないのでしょうが、犬が嫌いな人もいますし、犬が
大きければ犬好きの人でも恐怖を感じると思います。
　散歩するときはもちろんのこと、家にいるときも放し
飼いはやめましょう。

犬に罪はありません。近所からあなたの飼っている犬が

好かれるためにも、飼い主のかたはマナーをきちんと守っ

てください。

※犬を放し飼いにした者は「茨城県動物の愛護及び管理に
関する条例」により罰則が適用される場合があります。

��������	
��

○近所へ出かけるときは自転車を使いましょう

○車に乗るときは、急発進や急加速をやめ、アイドリング

ストップをこころがけましょう

気をつけて！ 気をつけて！ 
あなたはいつも 
狙われています 

9

問い合わせ 
生活安全課消費生活係 
�２９８－１１１１　内線４４３ 



広報なか１２月号１５

　瓜連地区の常福寺で１０月２８日と２９日の両日、二十六
夜尊法要が営まれました。この法要は、同寺の二代目
僧侶、 了 

りょう

 誉 
よ

 聖 
しょう

 冏 上人を偲んで毎年この時期に開催され
げい

ているもので、「ろくやさん」の通称でも広く親しまれ
ています。開催期間中は参道に出店が軒を連ねて夜遅
くまで活気に溢れます。
　境内では、県内外からバスで訪れた大勢の参拝者
が、先祖や故人の供養に手を合わせていました。ま
た、数十人の僧侶が笛や尺八を奏でながら一堂に会
し、浄化供養が厳かに行われました。

���������	
��
常福寺で二十六夜尊法要

　菅谷西小学校の「被ばく柿の木」に、植樹後初めて
大きな柿の実がなりました。この木は、昭和２０年に長
崎に原子力爆弾が落とされた際、爆心地近くの樹齢
１５０年の「柿の木」の幹が奇跡的に残り、その幹から出
た新芽が成長したものを「母」の木として、そこから
分けらたものです。平和を願うシンボルとして国内外
に広められ、菅谷西小学校にも平成１４年３月に、ひた
ちなか市の川前浩二さんから寄贈され植樹されまし
た。柿の実の一つは川前さんに届けられ、「この木を絶
やさず育てていきましょう」と喜んでいました。

��������	
��
菅谷西小の被ばく柿の木に初めての実が熟す

　瓜連の静神社では１１月上旬、子ど
もの健やかな成長を願う七五三参り
の親子連れでにぎわいました。境内
では、羽織はかまや振りそで姿に千
歳あめを手にした子どもたちが、両
親や祖父母に手を引かれて参拝。本
殿内の厳かな雰囲気の中で執り行わ
れる神事に少し緊張しながら、神主
から 祈  祷 を受けていました。境内で

き とう

は、かわいらしい晴れ姿を囲んで記
念撮影する家族の姿も随所に見ら
れ、保護者は子どもの成長振りに目
を細めていました。

��������	
静神社が七五三参りでにぎわう

　木々の葉が色づいた茨城県民の森
で１１月１３日、第３２回市民オリエン
テーリング大会が開催され、一般
組、家族組など１６組６１人が競技を楽
しみました。オリエンテーリング
は、あらかじめ設置したポイントを
指定された順序で通過し、ゴールま
での所要時間を競います。参加者は
地図とコンパスを片手に、１分置き
にスタート。最初に到着したのは少
女組の小薗井美紀さんと千田麻衣さ
ん（横堀小６年）。息を切らしながら
笑顔でゴールをくぐりました。

��������	
��
第３２回市民オリエンテーリング大会

　青少年の健全育成を目的に「親が
変われば、子どもも変わる運動」那
珂推進大会が１１月１２日、総合セン
ターらぽーるで開催されました。大
会では、市内在住の５人のかたが自
分の子育て体験を発表。子供と真剣
に向き合う大切さや、子育てを通し
て感じた悩みや喜びは、会場の大き
な共感をよびました。また、茨城大
学名誉教授の安達喜美子先生による
「子どもの発育過程における親のか
かわり」をテーマとした講演会も行
われました。
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親が変われば子どもも変わる運動



１６

　市内の店舗に居合わせた際、事故
で意識不明になったかたに対し、迅
速かつ的確に心肺蘇生法を施し、命
を救った大内美代子さん（鴻巣）の
功績をたたえ１１月１０日、橋本茨城県
知事から表彰状が手渡されました。
　ナザレ園に就職して以来、自衛消
防隊員として長年、積極的に自主消
防活動に取り組む大内さん。市消防
本部が行う救命講習会を受講してい
たことが今回の救命につながりまし
た。これからも大内さんの更なる活
躍が期待されます。
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大内美代子さんが県知事から表彰状

　コスモスが秋風に踊るひたち海浜
公園で１０月２３日、オータムフェス
ティバルが開催されました。このイ
ベントは、ひたちなか地区開発のPR
や地域の振興を深めることを目的に
毎年、茨城県が主催し周辺市町村が
参加しています。今回、那珂市から
参加したのは菅谷の堀之内区の皆さ
ん。ちょうちんで飾られた山車が大
助ばやしを演奏しながら会場を練り
歩き、山車の上部がくるくると回さ
れると観客から大きな拍手と歓声が
沸き起こりました。
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ひたち海浜公園オータムフェスが開催

　瓜連野球少年団と軟式野球チーム
のモンキーズが１１月５日、欽ちゃん
球団「茨城ゴールデンゴールズ」の
カルロス投手、藤本捕手、久保田捕
手を招いて交歓会が静リゾートホテ
ルで開かれ、交流と親睦を深めまし
た。交歓会には、瓜連の両チームの
選手その他関係者８０人が参加。野球
談義に華を咲かせながら、お互いの
来期の活躍を誓い合いました。小宅
市長も交歓会に駆けつけ「皆さん頑
張ってください」と今後の活躍に期
待を寄せ激励しました。
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ゴールデンゴールズ選手と交歓会

■企画課広報係　�２９８－１１１１　内線４３３地域の話題や身近な行事などありましたら、次までおしらせください。
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公民館まつり２００５が開催

　公民館まつりが１１月４日から６日まで、中央公民館で開催されまし
た。期間中は、各団体による熱のはいったステージ発表や力作ぞろいの
作品展示、各種一日体験教室などが催され、多くの人でにぎわいました。

（上）中央公民館に展示された作品　（右上）「朗読 萌」によるステージ発表の様子
（右中）手打ちラーメン教室の様子　（右下）読書感想画コンクールの作品も展示された
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　第７回那珂市近郊少年ソフトボー
ル大会が１１月５日、那珂総合公園で
開催されました。大会には那珂市ほ
かひたちなか市、東海村などから１６
チームが参加。すがすがしい秋空の
なか、各コートで熱戦が繰り広げら
れました。市内から参加した菅谷ソ
フトと五台ソフトは、惜しくも準決
勝で敗退。市内のチーム同士の第３
位決定戦では、五台ソフトが１点差
を守りきりました。試合結果　優勝
市毛ソフト／準優勝佐野ソフト／第
３位五台ソフト／第４位菅谷ソフト
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那珂市近郊少年ソフトボール大会

　鹿島地区で区民歩く会が１１月６
日、２歳から８３歳のかたまで約１００
人が参加して盛大に開催されまし
た。地域の親睦をはかろうと鹿島地
区地域づくり委員会が主催するもの
で今回で９回目となります。鹿島圷
十文字に集合した参加者は、鹿島地
区公民館を目指して出発。粟原釣場
で休憩をとり、お昼過ぎに到着。公
民館で焼きそばや豚汁を味わいなが
ら疲れを癒しました。昼食後には輪
投げなどのレクリエーションを楽し
みながら交流を深めました。
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鹿島地区区民歩く会

　那珂警察署、那珂地区交通安全協
会及び菅谷支部が主催する「ぼくた
ち、わたしたちの交通安全意見発表
会」が１１月２日、菅谷小学校体育館
で開催されました。菅谷地区内の小
学校３校の代表１３人が、通学途中や
日常生活の中で経験してきたことを
通じて、交通事故を防止するにはど
う行動したらよいかなど意見を発表
しました。友達の発表を聞く３校の
５、６年生は、ルールを守る大切さ
を改めて感じていました。
■受賞者　那珂警察署長賞　田崎華
山（菅谷東小５年）、中間聖（菅谷小
６年）、茅根沙耶香（菅谷西小６年）
／那珂地区交通安全協会長賞　寺門
佑香（菅谷東小６年）／那珂市長賞　
�橋真由（菅谷西小６年）／那珂市教
育長賞　浜田すみれ（菅谷小６年）　

���������	
���������
ぼくたち、わたしたちの交通安全意見発表会

発表者　松川弘之（菅谷小５年）、高
野純如（菅谷東小５年）、茅根安佳理
（菅谷西小５年）、鈴木友莉菜（菅谷
小５年）、篠原貴人（菅谷西小５年）、
石井秀明（菅谷東小６年）、勝山茉侑
（菅谷東小６年）　（敬称略）

　全国消防機器協会の社会貢献委員
会が実施する住宅用報知器配布モデ
ル事業に額田地区火災報知器普及委
員会が選ばれ１１月１日、市消防本部
で火災報知器２００台の引渡し式が行
われました。式には、額田地区の皆
さんほか約５０人が出席し、小宅市長
から大薗弘夫委員長に目録が手渡さ
れました。額田地区では今年１月、
７６歳の高齢者が亡くなる住宅火災が
発生。それを受けて地元の皆さんが
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額田地区火災報知器普及委員会がモデル団体に

８月、火災の早期発見のため火災報
知器の設置を呼びかけようと同委員
会を発足しました。このほど、モデ
ル団体として選ばれたのは全国で１０
団体。贈呈された２００台の火災報知
器は、地区内の一人暮らし高齢者、
高齢者のみの世帯に優先的に設置し
ていく予定です。
（左）小宅市長から目録を受け取る大薗弘夫
委員長　（右）秋の火災予防週間初日の１１月
９日、高齢者のお宅の天井に取り付けられ
た火災報知器（額田南郷　舟橋惠子様宅）
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り開催します。
　冬の寒さを吹き飛ばす消防関係者の
力強い姿と、幼稚園児によるお遊戯を
市民の皆様もぜひご覧ください。
※催物コーナー
綿飴・けんちん汁・ポップコーン・
甘酒・カルピス（無料）

※式典終了後、正午まで消防はしご車
の体験搭乗を行います。

日時／１月８日（日）　９：００～
場所／那珂総合公園多目的広場
問い合わせ／市消防本部警防課

�２９５－２１１１　内線２６・５４

　平成１８年消防出初式の開催にあた
り、消防団員の招集信号として、次の
とおりサイレンを鳴らしますので、火
災と誤認しないようお願いします。
日時／１月８日（日）　７：００
信号／サイレン（１５秒吹鳴６秒休止の
繰り返し）
問い合わせ／

市消防本部警防課

�２９５－２１１１　内線２６・５４

� 人の動き �

那珂市の人口（１１月１日現在）

※（　）内は前月比
　男　　　２７，９７８人　　（＋１２）
　女　　　２８，６５９人　　（＋１）
　計　　　５６，６３７人　　（＋１３）
世帯数　　１９，６６２世帯　（＋３０）
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傷害保険料を含む）
申込受付／１２月２７日（火）まで
８：３０～１７：００
※土・日曜日・祝日は除く
申込方法／

・企画課男女共同参画・市民交流室に
申込書がありますので提出してくだ
さい。電話での申し込みはできませ
ん。お一人様２人分までの申し込み
を受け付けます。

・申し込みをしたかたは、１月１３日
（金）１８：００～１８：３０に参加費と参
加申込書の控えをご持参し、市中央
公民館に集合してください。
※定員を超えて抽選が必要な場合に
は、多少お時間がかかりますので
ご了承ください。

申し込み・問い合わせ／

市企画課男女共同参画・市民交流室

�２９８－１１１１　内線４３５

　消防職団員及び自衛消防隊並びに婦
人防火クラブ員等の士気の高揚を図る
ため、平成１８年消防出初式を次のとお

� 今月の納税  �

○固定資産税・都市計画税 ３期

○国民健康保険税  ６期

○介護保険料（普通徴収） ５期

納期限：１２月２６日（月）

■市税の納付は口座振替で

　市税の納付には、便利で確
実な口座振替制度があります
ので、どうぞご利用ください。
　詳細については、次までお
問い合わせください。
問い合わせ／市税務課収納推

進室　�２９８－１１１１　内線１６７
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問い合わせ／市生活環境課廃棄物
対策係 �２９８－１１１１ 内線２５３

　資源物回収の日に、市民の皆さんがごみ
ステーションに出した資源物（特に古新聞）
を、第三者が持ち去る行為が多発していま
す。市民の皆さんが資源として役立ててほ
しいと出された資源物を持ち去ってしまう
この行為は、市民の皆さんのごみ減量・リ
サイクルの意欲を削ぐものです。
　このような持ち去り行為を防止するた
め、「資源物を市の行政回収に出したもので
あること」を明示する意思表示紙を貼って
（添えて）出していただき、持ち去り行為の
防止にご協力をいただきたいと思います。
これは市民の皆さんの意思を示すもので、
必ず貼らなければならないものではありま
せんが、資源物持ち去り行為を防止するま
ちづくりにご理解、ご協力をお願いいたし
ます。
※この意思表示紙は生活環境課、瓜連支所環境福
祉課の窓口に置いてあります。手書きで作成し
たものを使っていただいても構いません。ま
た、那珂市役所ホームページの「各種ダウンロー
ド→生活環境課」からもダウンロードできます。 ▲使用イメージ

▲意思表示紙手書き見本

▲意思表示紙

１０月１５日～１１月１４日（敬称略）

ご協力ありがとうございます
善 意 銀 行 へ

ローソン那珂古徳店 ２,０００円
給食サークルパンプキン ６,０００円
那珂市建設部 １０,０００円
山田正巳 ６,３００円
野木利三郎 １０,０００円
マドレーヌ  １０,０００円
ミモザ １０,０００円
コスモス ３,０００円
那珂市中央公民館  ３５,１９４円
那珂ライオンズクラブ ７８,０００円

※善意銀行の寄付は、那珂市社会
福祉協議会でお受けしています。
 �２９８－８８８１

那珂ライオンズクラブ代表から目録
を受け取る小宅市長

平成１８年那珂市新春消防
出初式を開催します

那珂市消防出初式
サイレン吹鳴について
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■市役所の電話番号

　�２９８－１１１１（代表）
■ホームページ URL（携帯可）

　http://www.city.naka.ibaraki.jp
■メールアドレス

　kikaku@city.naka.lg.jp
■おしらせ版

市では、「広報なか」のほかに、
「おしらせ版」（月３回（ただし、
５月、８月、１月は月２回））を発
行しています。このコーナーでは
その一部を掲載していますが、
「おしらせ版」も併せてご覧くだ
さい。

・生活習慣病予防
・予防接種や赤ちゃんのこと
・こころの悩み、思春期・更年期に関
すること
・各種栄養相談など
費用／無料
持ってくるもの／

赤ちゃん　母子健康手帳
大　　人　健康手帳または血圧手帳
担当者／保健師、看護師、栄養士
問い合わせ／

市総合保健福祉センター「ひだまり」

健康推進課成人保健係　�２７０－８０７１

　友好都市横手市の冬の風物詩「雪ま
つり」に参加し、「祭」「歴史」「交流」
をまるごと体験してみませんか。市民
交流ツアー参加者を次のとおり募集し
ますので、皆様の参加をお待ちしてい
ます。
日時／２月１６日（木）～１７日（金）
宿泊場所／横手市内「かんぽの宿横手」
内容／かまくら体験・横手城・龍昌院・
ぼんでん奉納見学等
募集人員／３０人（市内に在住の２０歳以
上のかた）
※定員を超えた場合は抽選
参加費／１５，０００円（宿泊費・交通費・
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　次のとおり、法律相談を実施します。
日時／１月１０日（火） １３：００～１７：００

１月２４日（木） １３：００～１６：００
場所／市役所（１階市民相談室）
相談員／弁護士　
※事前に予約が必要です。
申し込み・問い合わせ／市秘書課市民

相談室　�２９８－１１１１　内線１１８

　次のとおり、心配ごと相談を実施し
ます。
日時／１月１１日（水）、１８日（水）、２５日

（水）　いずれも９：００～１５：００
場所・問い合わせ／那珂市社会福祉協

議会（市総合保健福祉センター「ひだ

まり」内）　�２９８－８８８１

　次のとおり、みんなの健康相談を実
施します。
日時・場所／

○１月１７日（火）
　市総合保健福祉センター
 「ひだまり」
○１月２５日(水)
　市総合センターらぽーる
　※受付時間は、９：３０～１１：００
相談内容／（健康や身体に関する相談）

法律相談

友好都市で交流を
深めてみませんか
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１日　那珂中央病院 （飯田）

�２９８－７８１１

２日　慶和病院 （鴻巣）

�２９５－５１２１

３日　越田医院 （菅谷）

�２９８－００５１

８日　かぼちゃクリニック（横堀）

�３５２－１１０７

９日　なかむら小児科 （後台）

�２９８－２９９２

１５日　ルリア記念クリニック 

 （中里）

�２９６－３３３３

２２日　はなわ内科クニリック

 （額田南郷）

�２９８－２５２６

２９日　岡田クリニック （後台）

�２７０－８１８８

■診療時間／９：００～１１：３０

※往診はしません。

※保険証は必ず持参してください。

※診療時間外は、茨城県救急医療

情報コントロールセンター（県

メディカルセンター）へお問い

合わせください。

�２４１－４１９９

心配ごと相談

みんなの健康相談
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　このフォーラムは、｢那珂町男女共同参画プラン｣に掲げる基本目標のひと
つ『みんなで一緒に　まちをつくり、明日へつなげる』を実現するために、
「みんなで創る　未来（あした）のふるさと」をテーマとして参加者とともに
考えていこうと開催するものです。この日、共に考えてみませんか。どなた
でもお気軽に、自由に参加できます。
　また、参加者には市の花である、ひまわりの種を配布します。素敵な花を
咲かせてください。
日　時／平成１８年１月２８日（土）　１３：００開場　１３：３０開会
場　所／ふれあいセンターよしの　集会ホール
テーマ／「みんなで創る　未来（あした）のふるさと」

－輝いて生きるあなたのために－
アトラクション／「那珂混声合唱団」による合唱
ディスカッション／

○コーディネーター　小林和子氏（茨城女子短期大学助教授）
○パネリスト　まちづくりにかかわっているかたなど４人を予定しています。

※託児サービスをご希望のかたは、事前に
　右記までご連絡ください。（無料）

問い合わせ／市企画課男女共同
参画係 �２９８－１１１１ 内線４３５
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■図書室は、市中央公民館の休館
日（月曜日・月曜日が祝日にあ
たるときはその翌日）が休みと
なります。
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������

�����
������
愛とはこんなにも、もろいもの
だったのか？恋の記憶が感傷に、
出会いの輝きが紫煙にかすむ時、
二人は再びお互いの目をみつめ合
う。かけがえのないものを取り戻
すまでの5つの物語＋１。
辻仁成／文藝春秋

�����
��������
���

����������������
たき や しゃ ひめ

���
鬼が女の頸に、ぞぶりと噛みつい
ていた。平安の都に次々と起きる
怪事件。やがてそれらが都を滅ぼ
す恐ろしい陰謀へと繋がって行
く。晴明と博雅が立ち向かう相手
とは？
夢枕獏／文藝春秋

�����
������
死者と死すべき者の名が記された
手帳を残して消えた女優コンスタ
ンスを追って、探偵小説家「私」
がロサンゼルスをさまよう幻想的
探偵小説。ブラッドベリの最新長
編。
レイ・ブラッドベリ／文藝春秋

２０世紀初頭のブエノスアイレスか
ら、神戸、東京、そして満州へ。
日本人移民として生まれ育ち、や
がて女優として大輪の花を咲かせ
たツキコの軌跡を描く長編。森光
子・東山紀之主演舞台「ツキコの
月、そして、タンゴ」原作。
伊集院静／角川書店

船木聖司は、謎めいた老人・松葉
伊志郎の依頼により、豪華限定本
の編集・制作を手がけている。今
回の依頼は「日本の発酵食品を後
世に残すための本」。日本各地を
取材する聖司は、微生物の偉大な
営みに魅せられていく。
宮本輝／中央公論新社

������
つき がみ

婿入り先から追い出され、職を失
い、すがった相手は神は神でも人
に 仇 なす厄病神。時は幕末、動乱

あだ

の世に、貧乏旗本・彦四郎の選ん
だ真実の生きる道とは？
浅田次郎／新潮社

���������	

【一般図書】●「悪党たちは千里を走る」貫井徳郎／光文社●「誰よりもつよ
く抱きしめて」新堂冬樹／光文社●「アガワとダンの幸せになるためのワイン
修業」阿川佐和子・壇ふみ／幻冬舎●「懐郷」熊谷達也／新潮社●「福音の少
年」あさのあつこ／角川書店●「アンボス・ムンドス Ambos mundos」桐野
夏生／文藝春秋●「お狂言師歌吉うきよ暦」杉本章子／講談社

■市中央公民館から新着図書のご案内

Book



広報なか１２月号２１

北
酒
出 

鈴
木　
　

愛
美 

昌
美

杉 

澁
谷　
　

聖
徠 

剛
亮

菅
谷 

助
川　
　

隼
規 

寿
昭

菅
谷 

岩
渕　
　

愛
貴 

次
郎

菅
谷 

益
子　
　

梨
乃 

幸
一

鴻
巣 

岩
間　
　

遥
香 

進
二

平
野 

千
代　
　

悠
人 

亨

額
田
南
郷 

大
薗　
　

拓
海 

達
也

菅
谷 

石
井　
　

恵
太 

孝
直

菅
谷 

鈴
木　
　

琉
世 

勝
之

菅
谷 

深
井　
　

美
希 

登

菅
谷 

岩
間　
　

陸
玖 

健
太
郎

福
田 

岡
崎　
　

瑞
己 

典
之

額
田
南
郷 

林　
　
　

結
菜 

正
人

住
所　
　
　

氏
名　
　
　
　
　
　
　

年
齢

本
米
崎 

梅
原　
　

誠 

　

歳
７１

下
大
賀 

栗
�　
　

清 

　

歳
７９

南
酒
出 

木
島　
　

謙
三 

　

歳
４７

本
米
崎 

渡
引　
　

明
美 

　

歳
３９

本
米
崎 

佐
藤　
　

て
る 

　

歳
７９

向
山 

小
澤　
　

い
ち 

　

歳
９２

静 

金
子　
　

ゆ
り
子 

　

歳
８９

古
徳 

佐
藤　
　

新
太
郎 

　

歳
８０

中
里 

萩
野
谷　

久
江 

　

歳
７４

菅
谷 

千
賀　
　

茂
明 

　

歳
６６

額
田
南
郷 

庄
司　
　

高 

　

歳
７７

後
台 

軍
司　
　

浩 

　

歳
８２

飯
田 

小
林　
　

滿
男 

　

歳
８５

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
市
民
の
み
な
さ
ま

か
ら
届
出
が
あ
っ
た
も
の
の
う
ち
、
掲

載
を
希
望
さ
れ
た
か
た
の
み
掲
載
し
て

い
ま
す
。

福
田 

�
橋　
　

� 

　

歳
８２

飯
田 

寺
門　
　

哲
男 

　

歳
８１

瓜
連 

田
波　
　

秋
次
郎 

　

歳
９１

後
台 

峯
島　
　

進 

　

歳
７４

後
台 

後
藤　
　

農
一 

　

歳
８１

豊
喰 

根
本　
　

信 

　

歳
７１

飯
田 

飛
沢　
　

か
お
る 

　

歳
４９

菅
谷 

�
野　
　

力
男 

　

歳
８０

飯
田 

青
山　
　

進 

　

歳
７８

古
徳 

高
野　
　

ヤ
ス 

　

歳
７５

額
田
南
郷 

寺
門　
　

常
男 

　

歳
７３

古
徳 

龍
�　
　

せ
ん 

　

歳
１０１

戸
崎 

綿
引　
　

と
し 

　

歳
９２

平
野 

山
田　
　

隆 

　

歳
４９

菅
谷 

佐
藤　
　

キ
チ 

　

歳
８２

額
田
南
郷 

秋
�　
　

勝
二 

　

歳
８２

本
米
崎 

丹
野　
　

真
澄 

　

歳
２２

額
田
南
郷 

大
高　
　

勲 

　

歳
７９

菅
谷 

石
川　
　

き
よ
の 

　

歳
８６

瓜
連 

篠
田　
　

マ
リ
子 

　

歳
７５

�
�
�
�

住
所　
　
　

出
生
児
氏
名　
　
　

届
出
人

菅
谷 

稲
田　
　

遥
斗 

裕
仁

菅
谷 

白
石　
　

菜
月 

昇

菅
谷 

滑
川　
　

騰 

賢
一

杉 

笹
嶋　
　

ひ
な
た 

則
幸

菅
谷 

立
花　
　

伶
以
菜 

和
馬

菅
谷 

村
田　
　

将
才 

将
行

菅
谷 

中
山　
　

萌
楓 

理

菅
谷 

秋
葉　
　

麻
衣 

正
人

下
大
賀 

引
田　
　

翔 

純
一

杉 

小
室　
　

壮
史 

武
司

菅
谷 

益
子　
　

晃 

哲

菅
谷 

海
野　
　

愛
莉 

正
司

�
�
�
�
�

�

�

��

�
��

��

�
�
�

��

��

��

��

�
�
�
�

ヘルスメイトさんが作る健康料理⑩

��������

■材料　４人分

さんま ………………………… ４尾　　　
大根 …………………………… ４００ｇ　　
あさつき ……………………… 少々　　　
ごま …………………………… 少々　　　
みりん、しょう油 …………… 大さじ２　
だし汁 ………………………… ２／３カップ
揚げ湯 ………………………… 適量　　　
　　　
■作り方

①さんまは頭、尾、内臓をとって三枚にお
ろします。（新聞紙の上でさばいて、濃
い目の塩水で洗い、水分を拭きます）
②大根の皮を厚めにむき、すりおろして軽
く水気を切ります。
③片身を半分に切ったさんまに小麦粉をま
ぶし、１８０℃の油でカリッと揚げます。
④みりん、しょう油、だし汁を加えて煮だ
て、③を入れてサッと煮ます。
⑤さんまの上に②を広げて火を止めます。
⑥汁ごと器に盛り、あさつきとごまをのせ
ます。

Cook

■今年は脂が乗った大きなさんまが大漁
で、価格もお手ごろです。DHAやLPAを
はじめ多くの栄養素を含んださんまに、
たっぷりの大根をおろして、消化吸収が
よい料理となっています。

那珂市食生活改善推進員
連絡協議会瓜連支部

瓜連

井坂咲子さん



２２

父・慎一さん　母・和枝さん
１２月３０日生まれ（東木倉）

父・修一さん　母・久子さん
１２月６日生まれ（菅谷）

－ご家族からのメッセージ－ 

父・光弘さん　母・澄子さん
１２月４日生まれ（菅谷）

い
つ
も
笑
顔
を
忘
れ
ず
に
ね
�

元
気
に
、
健
康
で
、
大
き
く
育
っ
て
ね

み
ん
な
の
宝
物
の
龍
乃
介
…

素
直
で
元
気
な
男
の
子
に
育
っ
て
ね
�

�������� �������� ��

あやと

����������� ��

りゅうのすけ

第 1 1 回 

城
県
日
立
自
動
車
学
校

の
教
習
指
導
員
の
梅
津

智
子
さ
ん
は
、
９
月
に

行
わ
れ
た
茨
城
県
教
習
指
導
員
競

技
大
会
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。こ
の
大
会
は「
安
全
確
認
と

合
図
」を
テ
ー
マ
に
し
た
模
擬
講
義

を
競
う
も
の
。　

分
の
持
ち
時
間

１５

で
ど
れ
だ
け
説
得
力
の
あ
る
講
義

が
で
き
る
か
が
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

　

教
習
所
の
代
表
と
し
て
出
場
が

決
ま
っ
た
当
初
は
、
特
別
な
準
備

を
し
な
く
て
も
な
ん
と
か
対
応
で

き
る
と
思
っ
て
い
た
梅
津
さ
ん
。

し
か
し
、
試
し
に
先
輩
や
同
僚
を

前
に
講
義
し
て
み
る
と
、
考
え
て

い
た
以
上
に
改
善
点
が
あ
っ
た
こ

と
に
驚
い
た
と
話
し
ま
す
。
基
本

的
な
事
項
だ
か
ら
と
軽
め
に
説
明

す
る
と
理
解
不
足
と
な
り
、
重
要

な
事
項
だ
か
ら
と
時
間
か
け
て
説

明
し
て
も
反
応
は
今
ひ
と
つ
。

「
な
ぜ
私
の
説
明
が
伝
わ
ら
な
い

の
だ
ろ
う
？
」。
大
会
出
場
を

き
っ
か
け
に
、
普
段
何
気
な
く

行
っ
て
き
た
講
義
を
、
あ
ら
た
め

て
振
り
返
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ど
う
す
れ
ば
説
得
力
の
あ
る
講

義
が
で
き
る
の
か
。
悩
ん
だ
末
に

気
が
つ
い
た
の
は
、
指
導
す
る
側

と
さ
れ
る
側
の
持
っ
て
い
る
経
験

や
知
識
の
差
。
講
師
側
で
は
知
っ

て
い
て
当
然
の
こ
と
で
も
、
運
転

�������
��������	
��


自動車学校の教習指導員として県で最優秀賞

梅津智子さん／額田北郷

茨

経
験
が
な
い
受
講
生
に
は
実
感
す

る
こ
と
が
難
し
い
と
い
う
こ
と
で

し
た
。
例
え
ば
方
向
指
示
器
。
規

則
が
あ
る
か
ら
と
、
た
だ
出
せ
ば

良
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な

ぜ
出
す
必
要
が
あ
る
の
か
、
出
さ

な
い
と
ど
ん
な
危
険
が
あ
る
の

か
。
自
分
の
「
ヒ
ヤ
ッ
」
と
し
た

体
験
を
説
明
に
盛
り
込
み
、
そ
れ

を
講
義
の
中
で
受
講
生
と
一
緒
に

考
え
て
い
け
ば
、
ど
の
タ
イ
ミ
ン

グ
で
ど
の
よ
う
に
出
せ
ば
安
全
な

の
か
理
解
も
深
ま
る
は
ず
―
。
そ

れ
を
念
頭
に
練
習
を
繰
り
返
し
た

結
果
、
本
番
で
は
多
少
緊
張
し
た

も
の
の
、
伸
び
伸
び
と
壇
上
に
立

つ
こ
と
が
で
き
た
と
笑
顔
。

　
「
運
転
は
本
来
危
険
な
も
の
」と

い
う
の
が
梅
津
さ
ん
の
持
論
。
教

習
指
導
員
と
し
て
経
験
を
積
み
、

運
転
技
術
が
向
上
し
た
現
在
で
も

そ
れ
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
上
達
す

れ
ば
す
る
ほ
ど
見
え
て
く
る
一
般

道
で
の
危
険
。
そ
れ
を
事
前
に
察

知
で
き
る
力
を
受
講
生
に
は
身
に

つ
け
て
も
ら
い
た
い
と
話
し
ま
す
。

　
「
運
転
免
許
の
取
得
ま
で
に
教

習
所
で
教
え
ら
れ
る
の
は
、
わ
ず

か
数
十
時
間
と
限
ら
れ
て
い
ま

す
。
受
講
生
の
だ
れ
ひ
と
り
と
し

て
悲
惨
な
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い

よ
う
、
厳
し
く
も
温
か
い
指
導
を

し
て
い
き
た
い
で
す
。」

教習バイクにまたがる梅津さん



広報なか１２月号２３

子
の
描
く
画
用
紙
い
っ
ぱ
い
夏
の
雲 

高　

野　

祝　

子

鉢
巻
の
先
ぴ
ん
と
立
て
祭
の
子 

雨　

宮　

文　

枝

迫
り
上
が
る
棚
田
金
色
豊
の
秋 

飯　

島　

京　

子

萩
の
風
山
門
の
文
字
う
す
れ
を
り 

宇
佐
美　

和　

子

六
十
年
千
変
万
化
原
爆
忌 

海　

後　
　
　

甫

山
車
走
る
激
し
き
舞
の
獅
子
頭 

大　

森　
　
　

滿

名
月
や
夫
還
暦
の
祝
ひ
酒 

筒　

井　

か
よ
子

夏
足
袋
を
草
履
に
あ
ま
す
若
き
僧 

袴　

塚　

和　

子

胃
検
診
終
へ
し
涼
夜
の
眠
り
か
な 

藤　

岡　

み
ち
子

馬
頭
尊
を
囲
み
炎
と
な
る
彼
岸
花 

浅　

野　

と
し
子

緊
張
の
句
会
西
瓜
で
ほ
ぐ
れ
け
り 

益　

子　

春　

子

土
笛
を
吹
き
交
し
た
り
萩
の
庭 

溝　

井　

章　

恵

満
月
や
電
線
の
影
ど
こ
ま
で
も 

志　

賀　

立　

佑

【俳　句】あせび句会　小橋末吉選

【短　歌】 白鳥 短歌会
くぐひ

一
ま
わ
り
小
さ
く
な
り
し
わ
が
肩
に
風
呂
を
上
が
り
て
ト
ク
ホ
ン
を
貼
る 

井　

坂　

光　

位

倒
れ
た
る
母
に
心
は
急
げ
ど
も
千
キ
ロ
遠
し
車
に
焦
れ
る 

上　

田　

は
る
み

植
え
こ
み
て
年
月
を
経
る
庭
木
々
の
枯
る
る
も
あ
れ
ど
大
樹
と
な
れ
り 

大
曽
根　

イ　

チ

施
設
近
く
住
め
ば
介
護
師
に
連
れ
ら
れ
て
わ
が
庭
の
花
壇
に
老
い
人
ら
寄
る　
 
関　

谷　

亀　

寿

知
床
の
遠
山
に
雲
湧
き
立
ち
て
船
路
は
る
か
に
空
に
溶
け
ゆ
く 

中　

崎　

美
登
利

庭
に
咲
き
い
し
水
仙
が
菊
に
変
わ
る 
季 
叔
母
は
静
か
に 
黄
泉 
へ
立
て
り 

水　

書　

恵　

子

と
き 

よ
み
じ

新
し
き
蚊
帳
の
嬉
し
き
夜
の
あ
り
て
螢
を
放
ち
は
し
ゃ
ぎ
日
あ
り
き 

中
井
川　

胤　

文

�
�
�
�
�
�
�
�
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緑川賢一さん／戸崎

　

皆
さ
ん
に
も
馴
染
み
の
深
い
久

慈
川
や
水
郡
線
、そ
し
て
国
道
３

４
９
号
線
と
１
１
８
号
線
が
東
西

に
縦
断
し
て
い
る
県
境
の
自
然
豊

か
な
町
、そ
れ
が
私
の
故
郷
、塙
町

で
す
。

　

塙
町
で
は
、江
戸
時
代
、藩
政
の

改
革
、荒
廃
農
村
の
建
て
直
し
に

尽
力
し
た
寺
西 
封  
元 
は
名
代
官
と

た
か 
も
と

し
て
有
名
で
、日
本
最
初
の
庶
民

公
園
と
し
て
向
ヶ
岡
公
園
を
造
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。園
内
の

枝
垂
桜
は
県
天
然
記
念
物
で
咲
く

様
子
は
圧
巻
で
す
。ま
た
、八
幡
太

郎
義
家
の
大
蛇
退
治
の
伝
説
の
あ

る 
弓  
張  
堂  
山 
か
ら
の
眺
め
も
す
ば

ゆ
み 
は
り 
ど
う 
ざ
ん

ら
し
く
、遠
く
富
士
山
が
望
め
ま

す
。さ
ら
に
最
近
で
は
、小
野
田
寛

郎
少
尉
が
造
っ
た
小
野
田
自
然

塾
、道
の
駅
は
な
わ
、磐
城
塙
駅
に

設
け
ら
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ

ザ
も
塙
町
の
新
し
い
ス
ポ
ッ
ト
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

面
積
の
約
８
割
が
山
林
で
占
め

ら
れ
る
塙
町
で
は
、昔
か
ら
山
あ

い
の
畑
を
利
用
し
て
作
ら
れ
る
こ

ん
に
ゃ
く
が
特
産
品
で
す
。春
に

植
え
つ
け
た「
ど
ん
こ
」と
呼
ば
れ

る
種
芋
を
秋
に
掘
り
起
こ
し
、 
冬

の
間「
火
室
」の
納
屋
に
貯
蔵
。翌

年
の
春
に
、ま
た
そ
の
ど
ん
こ
の

植
え
つ
け
。こ
の
作
業
を
４
、５
年

繰
り
返
し
て
、よ
う
や
く
直
径
約

　

�
の
親
芋
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で

１０は
じ
め
て
出
荷
と
な
り
ま
す
。私

も
幼
い
頃
か
ら
手
伝
っ
て
い
ま
し

た
が
、子
供
心
に
も
、大
変
手
間
の

か
か
る
仕
事
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、 渡
瀬 
川
や
川
上
川
の
上

わ
た
ら
せ

流
で
友
達
と
し
た
ヤ
マ
メ
釣
り
、

亡
く
な
っ
た
父
と
一
緒
に
松
茸
や

ネ
ズ
ミ
シ
メ
ジ
な
ど
を
取
り
に
山

の
中
を
歩
い
た
こ
と
も
今
と
な
っ

て
は
良
い
思
い
出
で
す
。

　

中
学
卒
業
と
同
時
に
日
立
工
業

専
修
学
校
に
入
学
し
、以
来
茨
城

に
住
ん
で　

年
。最
近
で
は
地
元

２５

の
消
防
団
の
皆
さ
ん
と
も
親
し
く

お
付
き
合
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

こ
こ
那
珂
市
が
す
っ
か
り
第
二
の

故
郷
と
な
り
ま
し
た
。

�

■ふるさと一口メモ
高萩市や常陸太田市（旧里
美村）と接する福島県南端
に位置する塙町。街道の宿
場として、また江戸時代に
は幕府の直轄地として発展
してきました。「さしみこ
んにゃく」や「はなわのダ
リア染め」は、町の名産で
す。お盆に数千個の灯ろう
と花火による天と地の光の
競演が楽しめる塙流灯花火
大会も大勢の人で賑わいま
す。また、歌手のつのだひ
ろ氏は塙町出身です。人口
約１１，０００人。

塙町

▲

福島県




